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緒言 高線量場における放射線モニタの一つの候補として光ファイバの先端にシンチレータを配した検

出器が考えられている。光ファイバは放射線照射により劣化し透過率が低下していくが、劣化の割合が

赤外領域では小さいことが知られている。そこで、シンチレータとして赤外領域で発光するものを採用

することで、システムとしての耐放射線性を向上させることを提案する。耐放射線性を向上させること

に加え、光ファイバ型検出器で問題となる光ファイバ内でのチェレンコフ発光の干渉も赤外領域で発光

するシンチレータを用いることで低減できると期待される。本報告では、検出システムの構成要素であ

る光ファイバおよび赤外発光シンチレータの特性評価を行った結果について報告する。 

 放射線損傷による光ファイバの透過率の変化  

京都大学原子炉実験所の KUR の重水照射施設に

おいて、放射線損傷による光ファイバの透過率の時

間変化を観測した。光ファイバに中性子を照射しつ

つ、キセノン光源と分光器を用いて透過スペクトル

の時間変化を測定した。光ファイバ設置位置におけ

る中性子 Fluxはおよそ 10
9
 n/cm

2
/sである。透過率T(t)

は放射線照射により時間 tとともに指数関数的に劣

化していくと考えられ、                 で表さ

れる。測定結果から最小自乗法により平均寿命 を求

めた。波長毎の平均寿命 を求めた結果を Fig.1に示

す。キセノン光源の赤外域波長の出力が弱いためば

らつきが大きいが、長波長域で平均寿命が長くなる

傾向が確認できる。 

 赤外発光シンチレータの発光スペクトル  

 赤外発光シンチレータの一つとして Nd:YAGシン

チレータの発光スペクトルを観測した。光ファイバ

先端にNd:YAGシンチレータをつけX線照射を行い、

発光スペクトルを分光器にて観測した。X線管の管

電圧は 120 kV、管電流は 3mA であった。Fig.2に観

測した Nd:YAG の発光スペクトルを示す。可視域の

発光に加え、波長 890 nm付近に赤外光の発光を観測

した。今後、890 nm付近の赤外光を利用した放射線

検出器の製作を進める予定である。 

 

Fig.1 Wavelength dependence of lifetime 

Fig.2 Emission spectrum of Nd:YAG scintillator  

Scintillator under X-ray irradiation 
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